
 

 

 

 

 
 
題材の目標 

卒業をすること、中学生になることへの期待や不安をもちつつも、自分がすべきことを決め

ることに向き合い、自分のよさや可能性を生かして前向きに今できることを意志決定し、実

行することができる。 

 

題材の評価規準 

よりよい生活を築く 
ための知識・技能 

集団や社会の形成者と 
しての思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係をよ
りよくしようとする態度 

希望や目標をもつことの意

義を理解し、自己のよさを

生かしながら将来への見通

しをもち、自己実現を図る

ために必要な知識や行動の

仕方を身に付けている。 

希望や目標をもつことについ

て、よりよく生きるための課

題を意識し、解決方法につい

て話し合い、自分に合った解

決方法を意思決定して実践し

ている。 

現在及び将来にわたってより

よく生きるために、見通しをも

ったり振り返ったりしながら、

自己のよさを生かし、他者と協

働して、自己実現に向けて自主

的に行動しようとしている。 

 

本題材のゴールに対するルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本題材のゴール 
「卒業に向けて自分ができることを考えよう」 

卒業をすること、中学生になることに向き合い、自分のよさや可能性を生かしてこれから何

ができるのかについて話し合ったことをいかして自分が今できることを実践する。 

 関連付けて考える力 伝わるように表現する力 主体的にやりきる力 

S 

今までの自分の課題と関連

付け、卒業までに自分がで

きることが自分の将来にど

のように役立つか考えて実

勢している。 

卒業までの自分の課題から

自分を高めるために、自分

に合った解決方法を考え、

問題点や改善点を明らかに

して伝えている。 

卒業までに将来自分がなり

たい姿を考え、ペアやグルー

プで解決方法を出し合い、自

他の意見を認め合いながら、

自分に合った解決方法を主

体的に実践している。 

A 

今までの自分の課題と関連

付け、卒業までに自分にで

きることや自分の将来につ

いて考えて実践している。 

自分を高めるために、自分

に合った解決方法を考え、

問題点や改善点を明らかに

して伝えている。 

卒業までに自分がなりたい

姿を考え、ペアやグループで

解決方法を出し合い、自他の

意見を認め合いながら、解決

方法を主体的に実践してい

る。 

B 

今までの自分の課題や経験

から自分にできそうなこと

を考えて実践している。 

自分に合った解決方法を考

え、改善点を伝えている。 

卒業までに自分がなりたい

姿を考え、実践している。 

他教科等及びＳＤＧｓとの関連 

 

〈国語科〉「いちばん大事なものは」「みんなで楽しく過ごすために」 

〈道 徳〉「心をつなぐ音色-ピアニスト辻井伸行（A5）」「修学旅行の夜（A1）」 

「愛華さんからのメッセージ（D20）」「せんぱいの心を受けついで（C16）」 

〈総合的な学習の時間〉「われら平和メッセンジャー」 

「やってみたことを振り返ろう」（主体的態度） 

・苦手を克服するために、自主勉強の質を上げたよ。   

・ただ、優しくするだけでなく、必要に応じて見守ったり、声をかけたりすることができたよ。    

・目標を決めて、達成すると自分がなりたい姿に少し近づけたよ。（卒業までの70日、50日、30日、15日） 

「卒業（88日）までに、自分が理想とする６年生像に近づくために頑張りたいことをどうやって達成したらよいか話し合おう」 

「今からの自分には何が必要なのかを具体的に考える」 

「なりたい自分になるまで自分が実践することを決め、伝え合う」（思考・判断・表現力） 

なりたい自分の姿から、自分ができることについて具体的に考える。 

・自主学習で苦手な算数の割合の問題が全問正解になるまで取り組んでみよう。 

・人任せにせず、自分から率先して声をかけて毎日委員会活動に取り組もう。 

・誰からも信頼される人になるために、つねに言葉遣いを意識して話しかけるようにしよう。 

第６学年 学級活動（３） 題材構想図 

未来に向けて 
～卒業までになりたい自分を創る～ 

自分の目標って何だろうか。豊かな人

生にするために、自分ができることは

何だろうか。 

「修学旅行に行こう」「アンケートに記入しよう」「100日活動をしよう」（知識・技能）（思考・判断・表現） 

修学旅行を通して、目指すべき自分のよりよい姿を考える。 

事前アンケートに記入し、成長した自分について振り返る。 

・修学旅行を通して、今まで学習したことが役に立ったな。いろいろな可能性に気付いたな。 

・下級生が困っているときに、声をかけることができたな。 

事

前 

本

時 

事

後 

学級活動：「卒業に向けて自分ができることを考えよう」 

自分で決めた目標に取り組もう 

指導上の留意点 

・事前アンケートをもとに、進級することへの期待、不安をグラフで表すことで、これまでの自分の成長を振り返り、本

時の課題を明確にする。 

・課題を捉えやすくするために、修学旅行の前後に、目指すべき自分のよりよい姿について考えて具体的な姿を想像でき

るようにする。 

卒業までに、自分に足りないものや必要な力は 

何だろう。 

指導上の留意点 

・「さぐる」では、６年生としての自覚と責任をもった行動をしなければいけないことに気付くことができるようにする。 

・「見つける」では、班で話し合うことで、課題を解決する方法について考える。 

・「決める」では、今の自分に合った具体的な目標を決めるようにする。 

なりたい自分に一歩近づく！ 

〈学年目標〉 
未来へはばたけ～６年生～ 

〈学級目標〉 
 心を一つに６年生！～とび出せ！未来への６ケット！～ 

題材の選定・準備 

指導上の留意点 

・実践の振り返りを行い、自分や友だちの変化、取組の成果と次への課題をつ

かめるようにする。 

・帰りの会、家庭で振り返る場を設けて、継続的に努力できるようにする。 


